
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～形中 3 年社会科授業『形原の未来は形中生が創ります』～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形原中校長だより  令和４年 ７月４日 (月)  N0, 57  

市長さんと 

～ふるさと形原を愛する形中生～ 

 

考えよう！ 

７/１(金)、蒲郡市長の鈴木寿明氏をお招きし、３年生

対象に『蒲郡の未来をともに考えよう』という講演をしてい

ただきました。本校は、ふるさとを愛する生徒を育てるため

に、さまざまな取り組みをしています。今回のねらいは、蒲

郡の未来像について市長さんから直接お話しを聞き、社

会の授業で「まちづくり」を自分ごととして考えるようになるこ

とです。 

市民憲章３つ誓いをもとに「まちづくり」をしていること、蒲

郡を元気にするためにシティーセールスを展開しているこ

と、地球環境や労働環境に持続可能性を持たせるサー

キュラーエコノミーをどの市より早く宣言したことなど、汗を

流しながら熱く語られました。 

それに対して生徒からは、「住み良い町にするためにど

んなことをしているのか」、「あじさいの里など、観光地の渋

滞について対策はあるのか」、「蒲郡は SDGｓについてどん

な取り組みをしているのか」、「蒲郡のために私たち中学

生に何かできることはあるか」などの質問が出されました。

それらの質問について市長さんは、一つ一つ丁寧に答え

てくださいました。 

市長さんから「蒲郡をよりよくするためには、みんなで考

えることが大切です。よい意見やアイデアがあったら聞か

せてください。」という宿題をいただきました。今後の社会の

授業で、よりよい蒲郡市や形原町をつくるためにどうしたら

いいのか、みんなで考え市長さんに届けましょう。お忙しい

中、講演してくださった市長さん、ありがとうございました。 
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本校での市長講話は、東愛知新聞 7月 3日号でも紹介されました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『帰り道』 ３の１  Ａ.Ｙ 

５/１９におこなわれた写生会の入賞者が決ま

りました。最優秀賞の３作品を紹介します。 

１年 Ａ.Ｙさんの作品は、電柱やガードレール

の長く伸びた影から、朝、玄関を開けて、最初に

目にする風景を描いたと思われます。やわらかく

カーブする道、雑草の爽やかな緑、遠くの山ま

で展望できる空間の広がりなど、この風景を見な

がらどんな気持ちで毎日登校しているのでしょう。 

２年 Ｈ．Ｋさんの作品は、形原駅から見える、

歩道橋やお店を描いています。題名から想像す

ると、この場所で友達と待ち合わせて、一緒に登

校するのでしょう。水の量を多めにして、淡く優しい

色合いで仕上げています。友達を待っている時

の気持ちが、うまく絵に現れていると思います。 

３年 Ａ.Ｙさんの作品は、１点透視図法で、学

校の東にある県道の長さや奥行きを上手に表現

しています。題名から想像すると、帰り道に学校

の方を振り返った風景を描いたのでしょう。色とり

どりの店の看板から、その日は学校で何か楽しい

ことがあったのではないでしょうか。 

『どあを開けたしゅんかん』１年 Ａ.Ｙ 『しゅうごう場所』 ２年 H.K 

今年の最優秀賞は、３作品とも登下校時の何気ない風景を切り取ったものでした。海や

山、赤い電車など、形原らしい風景もいいですが、生徒のみなさんの日々の息づかいを感

じる風景もまたいいですね。7/1４から全校生徒の作品を教室・廊下に展示します。保護者

のみなさま、夏休みの懇談会の折に、是非ご覧ください。 


